
 

 

 

 

 

 

 

 
新規就農者の就農激励を行うとともに、青年農業者の新技術等導入支援事業成果発表

を通じて経営改善への取組を共有します。また、地元高校生の研究発表の場を設け、教

育と農業の連携を深めることとあわせて、新規就農者が育ち､定着する環境づくりにつ

いての講演会を通じて、農業士・関係機関等の役割についての認識を深め、担い手の確

保・育成に資することを目的とした研修会を下記のとおり開催します。 

 

記 
                                         
１ 日時 令和６年２月７日（水）１４：００～１６：３０ 
 

２ 場所 県柏原総合庁舎 柏原職員福利センター１階 会議室 

 

３ 主催 丹波地域農業後継者育成対策協議会、丹波農業改良普及センター 

 

４ 内容 

（１）新規就農者（平成４年度）の激励 

（２）新技術等導入支援事業発表会                       

①村上 玄一氏（丹波篠山市 小豆） 

       「丹波大納言小豆の有機栽培における収益向上対策の導入」 

②福井 嘉一氏（丹波篠山市 野菜） 

       「丹波黒枝豆の食味及び収量の向上に向けた肥料等資材の比較」 

③水田 一秀氏（丹波市 野菜） 

       「二条蒔き播種機導入による省力化と種苗費の削減」 

    ④大塩 敦史氏（丹波市 畜産） 

       「自給粗飼料栽培による飼料コストの削減」 

（３）高等学校の研究発表 

  ①篠山産業高等学校 「丹波篠山の黒大豆栽培の生産性向上に向けた取り組み」 

②篠山東雲高等学校「アクアポニックをはじめて」 

  ③氷上高等学校「丹波三宝で商品開発～おいしい！で丹波の課題解決します～」 

（４）担い手育成研修会                     

「自分（２代目）の農業経営と地域の担い手としての役割」 

 農業経営士 堀 謙吾 氏（（有）まるきん農林 丹波市青垣町） 

 
発表者名 

（担当者名） 
連絡先電話番号 

丹波農業改良普及センター所長 村山 恵 

（経営課長 小多 善功） 
0795-73-3805 

令和６年２月１日（木曜日） 

丹波農林振興事務所丹波農業改良普及センター 

新規就農者激励会、新技術等導入支援事業発表会 

並びに担い手育成研修会を開催します 

丹波県民局 


